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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２５】
　例４１（単一のアシル置換）において、プロピオネート置換基が、等価のＤＳおよび置
換パターンにてＲthをアセテート置換基よりも増大させ、そして総ヒドロキシルＤＳがＲ

th値に対して顕著な影響を有していたことを示した。位置選択的に置換されたセルロース
エステルは、他の置換パターンよりも大幅に広範囲のＲthを与えた。本例は、第２のアシ
ル基がＲth値を有することができるという影響を示した。すなわち、本発明の位置選択的
に置換されたセルロースエステルについて、アセチル置換基およびプロピオニル置換基の
組合せは、従来のセルロースエステルよりも狭くそしてより小さく負のＲth値をもたらし
た。より高いプロピオネートＤＳおよび高いＣ6／Ｃ3およびＣ6／Ｃ2のＰｒ　ＲＤＳ比（
等価の総ＤＳにて）は、更なるＲthの変化を与えた。
以下もまた開示される。
［１］　位置選択的に置換されたセルロースエステルの製造方法であって：
　（ａ）セルロースをカルボキシル化イオン液体中に溶解させることによってセルロース
溶液を形成すること；
　（ｂ）該セルロース溶液を少なくとも２種のアシル化試薬と接触させることによって、
セルロースエステルを含むアシル化セルロース溶液を調製し；該セルロースエステルが、
該カルボキシル化イオン液体によって供与される少なくとも１つのアシル基を含み；該ア
シル化試薬を該セルロース溶液に同時に接触させること；
　（ｃ）該アシル化セルロース溶液を非溶媒と接触させて該セルロースエステルの少なく
とも一部を沈殿させることによって、沈殿したセルロースエステルおよび該カルボキシル
化イオン液体を含むスラリーを調製すること；
　（ｄ）該沈殿したセルロースエステルの少なくとも一部を該カルボキシル化イオン液体
から分離することによって、該位置選択的に置換されたセルロースエステルおよび分離さ
れたカルボキシル化イオン液体を調製すること；ならびに
　（ｅ）任意に、該分離されたカルボキシル化イオン液体の少なくとも一部を、追加のセ
ルロースの溶解において使用するために再循環させること；
を含む、方法。
［２］　第１のアシル化試薬の約８０モル％を次のアシル化剤の添加前に反応させる、上
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記［１］に記載の方法。
［３］　位置選択的に置換されたセルロースエステルの製造方法であって：
　（ａ）セルロースをカルボキシル化イオン液体中に溶解させることによってセルロース
溶液を形成すること；
　（ｂ）該セルロース溶液を少なくとも２種のアシル化試薬と接触させることによって、
セルロースエステルを含むアシル化セルロース溶液を調製し；該セルロースエステルが、
該カルボキシル化イオン液体によって供与される少なくとも１つのアシル基を含み；該ア
シル化試薬を該セルロース溶液に同時に添加すること；
　（ｃ）該アシル化セルロース溶液を非溶媒と接触させて該セルロースエステルの少なく
とも一部を沈殿させることによって、沈殿したセルロースエステルおよび該カルボキシル
化イオン液体を含むスラリーを調製すること；
　（ｄ）該沈殿したセルロースエステルの少なくとも一部を該カルボキシル化イオン液体
から分離することによって、該位置選択的に置換されたセルロースエステルおよび分離さ
れたカルボキシル化イオン液体を調製すること；ならびに
　（ｅ）任意に、該分離されたカルボキシル化イオン液体の少なくとも一部を、追加のセ
ルロースの溶解において使用するために再循環させること；
を含む、方法。
［４］　ＲＤＳ比がＣ6＞Ｃ2＞Ｃ3である少なくとも１種の位置選択的に置換されたセル
ロースエステルを含む、フィルム。
［５］　位置選択的に置換されたセルロースエステルのＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2について
の環ＲＤＳ比が、少なくとも１．０５である、上記［４］に記載のフィルム。
［６］　位置選択的に置換されたセルロースエステルのＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2について
の環ＲＤＳ比に総ＤＳ［（Ｃ6／Ｃ3）

*ＤＳまたは（Ｃ6／Ｃ2）
*ＤＳ］を乗じた積が、少

なくとも２．９である、上記［４］に記載のフィルム。
［７］　位置選択的に置換されたセルロースエステルのＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2について
の環ＲＤＳ比が少なくとも１．０５であり、そしてＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環
ＲＤＳ比に総ＤＳを乗じた積が少なくとも２．９である、上記［４］に記載のフィルム。
［８］　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2につい
ての少なくとも１つのアシル置換基のカルボニルＲＤＳ比が、少なくとも１．３である、
上記［４］に記載のフィルム。
［９］　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2につい
ての少なくとも１つのアシル置換基のカルボニルＲＤＳ比にアシル置換基のＤＳ［（Ｃ6

／Ｃ3）
*ＤＳアシルまたは（Ｃ6／Ｃ2）

*ＤＳアシル］を乗じた積が、少なくとも２．３
である、上記［４］に記載のフィルム。
［１０］　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2につ
いてのカルボニルＲＤＳ比にアシル置換基のＤＳを乗じた積が、少なくとも２．５である
、上記［４］に記載のフィルム。
［１１］　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2につ
いての少なくとも１つのアシル置換基のカルボニルＲＤＳ比が、少なくとも１．３であり
、そして、位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2につ
いてのカルボニルＲＤＳ比にアシルＤＳを乗じた積が、少なくとも２．３である、上記［
４］に記載のフィルム。
［１２］　フィルムが写真フィルム、保護フィルムまたは補償フィルムである、上記［４
］に記載のフィルム。
［１３］　少なくとも１種の位置選択的に置換されたセルロースエステルを含み、Ｒth範
囲が約－４００～約＋１００ｎｍである、補償フィルム。
［１４］　位置選択的に置換されたセルロースエステルが単一アシル置換基の総ＤＳ約１
．５～約２．９５を有し；そして補償フィルムがＲth値約－４００～約＋１００ｎｍを有
する、上記［１３］に記載の補償フィルム。
［１５］　位置選択的に置換されたセルロースエステルが、セルロースアセテート、セル
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ロースプロピオネート、およびセルロースブチレートからなる群から選択され；位置選択
的に置換されたセルロースエステルが、総ＤＳ約１．６～約２．９を有する、上記［１３
］に記載の補償フィルム。
［１６］　補償フィルムがＲth値約－３８０～約－１１０ｎｍを有し、そして総ＤＳ約１
．７～約２．５を有する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されて
いる、上記［１３］に記載の補償フィルム。
［１７］　補償フィルムがＲth値約－３８０～約－１１０ｎｍを有し、そして総ＤＳ約１
．７～約２．５およびＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環ＲＤＳ比少なくとも１．０５
を有する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、上記［１
３］に記載の補償フィルム。
［１８］　補償フィルムがＲth値約－６０～約＋１００ｎｍを有し、そして総ＤＳ約２．
６～約２．９を有する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されてい
る、上記［１３］に記載の補償フィルム。
［１９］　補償フィルムがＲth値約－６０～約＋１００ｎｍを有し、そして総ＤＳ約２．
６～約２．９およびＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環ＲＤＳ比少なくとも１．０５を
有する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、上記［１３
］に記載の補償フィルム。
［２０］　補償フィルムがＲth値約０～約＋１００ｎｍを有し、そして総ＤＳ約２．７５
～約２．９を有する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている
、上記［１３］に記載の補償フィルム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルの製造方法であって：
　（ａ）セルロースをカルボキシル化イオン液体中に溶解させることによってセルロース
溶液を形成すること；
　（ｂ）該セルロース溶液を少なくとも２種のアシル化試薬と接触させることによって、
セルロースエステルを含むアシル化セルロース溶液を調製し；該セルロースエステルが、
該カルボキシル化イオン液体によって供与される少なくとも１つのアシル基を含み；該ア
シル化試薬を該セルロース溶液に同時に接触させること；
　（ｃ）該アシル化セルロース溶液を非溶媒と接触させて該セルロースエステルの少なく
とも一部を沈殿させることによって、沈殿したセルロースエステルおよび該カルボキシル
化イオン液体を含むスラリーを調製すること；
　（ｄ）該沈殿したセルロースエステルの少なくとも一部を該カルボキシル化イオン液体
から分離することによって、該位置選択的に置換されたセルロースエステルおよび分離さ
れたカルボキシル化イオン液体を調製すること；ならびに
　（ｅ）任意に、該分離されたカルボキシル化イオン液体の少なくとも一部を、追加のセ
ルロースの溶解において使用するために再循環させること；
を含む、方法。
【請求項２】
　第１のアシル化試薬の少なくとも８０モル％を次のアシル化剤の添加前に反応させる、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルの製造方法であって：
　（ａ）セルロースをカルボキシル化イオン液体中に溶解させることによってセルロース
溶液を形成すること；
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　（ｂ）該セルロース溶液を少なくとも２種のアシル化試薬と接触させることによって、
セルロースエステルを含むアシル化セルロース溶液を調製し；該セルロースエステルが、
該カルボキシル化イオン液体によって供与される少なくとも１つのアシル基を含み；該ア
シル化試薬を該セルロース溶液に同時に添加すること；
　（ｃ）該アシル化セルロース溶液を非溶媒と接触させて該セルロースエステルの少なく
とも一部を沈殿させることによって、沈殿したセルロースエステルおよび該カルボキシル
化イオン液体を含むスラリーを調製すること；
　（ｄ）該沈殿したセルロースエステルの少なくとも一部を該カルボキシル化イオン液体
から分離することによって、該位置選択的に置換されたセルロースエステルおよび分離さ
れたカルボキシル化イオン液体を調製すること；ならびに
　（ｅ）任意に、該分離されたカルボキシル化イオン液体の少なくとも一部を、追加のセ
ルロースの溶解において使用するために再循環させること；
を含む、方法。
【請求項４】
　ＲＤＳ比がＣ6＞Ｃ2＞Ｃ3である少なくとも１種の位置選択的に置換されたセルロース
エステルを含む、フィルム。
【請求項５】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルのＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環Ｒ
ＤＳ比が、少なくとも１．０５である、請求項４に記載のフィルム。
【請求項６】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルのＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環Ｒ
ＤＳ比に総ＤＳ［（Ｃ6／Ｃ3）

*ＤＳまたは（Ｃ6／Ｃ2）
*ＤＳ］を乗じた積が、少なくと

も２．９である、請求項４に記載のフィルム。
【請求項７】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルのＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環Ｒ
ＤＳ比が少なくとも１．０５であり、そしてＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環ＲＤＳ
比に総ＤＳを乗じた積が少なくとも２．９である、請求項４に記載のフィルム。
【請求項８】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての少
なくとも１つのアシル置換基のカルボニルＲＤＳ比が、少なくとも１．３である、請求項
４に記載のフィルム。
【請求項９】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての少
なくとも１つのアシル置換基のカルボニルＲＤＳ比にアシル置換基のＤＳ［（Ｃ6／Ｃ3）
*ＤＳアシルまたは（Ｃ6／Ｃ2）

*ＤＳアシル］を乗じた積が、少なくとも２．３である、
請求項４に記載のフィルム。
【請求項１０】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についてのカ
ルボニルＲＤＳ比にアシル置換基のＤＳを乗じた積が、少なくとも２．５である、請求項
４に記載のフィルム。
【請求項１１】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての少
なくとも１つのアシル置換基のカルボニルＲＤＳ比が、少なくとも１．３であり、そして
、位置選択的に置換されたセルロースエステルの、Ｃ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についてのカ
ルボニルＲＤＳ比にアシルＤＳを乗じた積が、少なくとも２．３である、請求項４に記載
のフィルム。
【請求項１２】
　フィルムが写真フィルム、保護フィルムまたは補償フィルムである、請求項４に記載の
フィルム。
【請求項１３】
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　少なくとも１種の位置選択的に置換されたセルロースエステルを含み、Ｒth範囲が－４
００～＋１００ｎｍである、補償フィルム。
【請求項１４】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルが単一アシル置換基の総ＤＳ１．５～２．
９５を有し；そして補償フィルムがＲth値－４００～＋１００ｎｍを有する、請求項１３
に記載の補償フィルム。
【請求項１５】
　位置選択的に置換されたセルロースエステルが、セルロースアセテート、セルロースプ
ロピオネート、およびセルロースブチレートからなる群から選択され；位置選択的に置換
されたセルロースエステルが、総ＤＳ１．６～２．９を有する、請求項１３に記載の補償
フィルム。
【請求項１６】
　補償フィルムがＲth値－３８０～－１１０ｎｍを有し、そして総ＤＳ１．７～２．５を
有する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、請求項１３
に記載の補償フィルム。
【請求項１７】
　補償フィルムがＲth値－３８０～－１１０ｎｍを有し、そして総ＤＳ１．７～２．５お
よびＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環ＲＤＳ比少なくとも１．０５を有する位置選択
的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、請求項１３に記載の補償フ
ィルム。
【請求項１８】
　補償フィルムがＲth値－６０～＋１００ｎｍを有し、そして総ＤＳ２．６～２．９を有
する位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、請求項１３に
記載の補償フィルム。
【請求項１９】
　補償フィルムがＲth値－６０～＋１００ｎｍを有し、そして総ＤＳ２．６～２．９およ
びＣ6／Ｃ3またはＣ6／Ｃ2についての環ＲＤＳ比少なくとも１．０５を有する位置選択的
に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、請求項１３に記載の補償フィ
ルム。
【請求項２０】
　補償フィルムがＲth値０～＋１００ｎｍを有し、そして総ＤＳ２．７５～２．９を有す
る位置選択的に置換されたセルロースプロピオネートで構成されている、請求項１３に記
載の補償フィルム。
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